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第
69
回
秋
季
県
高
校
野
球
大
会
兼
秋
季
関
東
地

区
高
校
野
球
大
会
県
予
選
（
県
高
校
野
球
連
盟
主

催
、
下
野
新
聞
社
な
ど
後
援
）
最
終
日
は
28
日
、

清
原
球
場
で
決
勝
を
行
い
、
作
新
が
５
―
１
で
石

橋
を
下
し
、５
年
ぶ
り
16
度
目
の
頂
点
に
立
っ
た
。

　

決
勝
は
夏
の
全
国
覇
者
と
ノ
ー
シ
ー
ド
公
立
校

の
手
に
汗
握
る
投
手
戦
と
な
っ
た
。

　

作
新
は
初
回
、
中
島
淳
（
な
か
じ
ま
じ
ゅ
ん
）

の
適
時
三
塁
打
で
先
制
。
１
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た

八
回
は
、
池
沢
快
斗
（
い
け
ざ
わ
か
い
と
）
の
適

時
内
野
安
打
な
ど
で
一
挙
３
点
を
奪
っ
て
突
き
放

し
、
試
合
を
決
め
た
。
主
戦
・
大
関
秀
太
郎
（
お

お
ぜ
き
し
ゅ
う
た
ろ
う
）
は
再
三
得
点
圏
に
走
者

を
背
負
っ
た
が
要
所
で
締
め
、
６
安
打
１
失
点
で

完
投
し
た
。

　

石
橋
は
エ
ー
ス
竹
内
海
斗（
た
け
う
ち
か
い
と
）

が
作
新
打
線
を
六
回
ま
で
１
点
に
抑
え
る
好
投
。

八
回
に
作
新
打
線
に
つ
か
ま
り
力
尽
き
た
。
打
線

も
援
護
で
き
な
か
っ
た
。

　

３
位
決
定
戦
は
白
鴎
足
利
が
４
―
３
で
青
藍
泰

斗
に
競
り
勝
ち
、
関
東
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

来
春
の
選
抜
甲
子
園
大
会
に
つ
な
が
る
関
東
大

会
は
10
月
22
日
か
ら
延
べ
５
日
間
、
本
県
で
開
催

さ
れ
る
。
本
県
第
１
代
表
の
作
新
は
５
年
ぶ
り
22

度
目
、
第
２
代
表
の
石
橋
は
初
出
場
。
第
３
代
表

の
白
鴎
足
利
は
２
年
連
続
４
度
目
の
出
場
。
抽
選

は
同
12
日
、
東
京
都
内
で
行
わ
れ
る
。

石　橋 ０００００１０００ １
作　新 １０００００１３× ５

作新 優勝

石橋奮闘、終盤力尽きる

作
新
初
戦
突
破

５
年
ぶ
り

石
橋
―
作
新
決
勝
　

１
回
裏
　

作
新
１
死
三
塁
、
中
島
が
右
越
え
の
先
制
適
時
三
塁
打
を

放
つ
。
捕
手
・
渡
辺
、
主
審
・
川
俣
＝
清
原
球
場




